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MAILMAGAm｢南京大虐殺文書｣記

憶遺産登録決定は恥ずべき暴挙である再審査

､取り消しを勧告する｢史実を世界に発信す

る会｣｢南京大虐殺｣なるものは､戦時謀略宣伝にすぎないという

ことを当会では再三にわたって明らかにする文書を英文で発表し､ウェ

ブサイトに掲載してきた｡書籍6点､論文/主張等20点以上にのぼる｡http://w w w .sdh-fact.com/

中でも､胡錦清主席が平成20年5月来日の折に､南京事

件研究グループ｢南京事件の真実を検証する会｣(会長:加

瀬英明)が提出した公開質問状が重要なもので

ある｡南京事件が成立するために決定的な重要ポイント5

点につき､成り立ち得ないことを説明し､反論を求めたものである

｡中文の公開質問状を､駐日中国大使館に送付すると同時に､ウェブサイ

トに､中･英･日文の公開質問状を掲載し､またこれをNewsletterにより､内外に発信した

｡下記のとおりである｡中文:http://vrw .sdh-fact.com/CLO2_3

/18_S1.pdf英文:http://w w w .sdh-fact.com/CLO2ー3/1



この決定に至るまでに､幸福実現党､南京の真実国民運動が､抗

議､反論をUNESCOに対して行っておりましたが､当会の英文

資料を両者に提供し､また東中野先生の『南京虐殺の徹底検証』の

莱訳書JJTheNankingMassacre:FactversusFiction′′15

冊をUNESCOの委員に渡してもらうなど､支援をいたしました｡

我々の英文サイトには､南京に関して､書籍6点､論文等20点

を掲載しております｡今回中国が11項目について登録申請して

きましたので､具体的に反論が非常にしやすくなりました｡これ

ら英文資料も活用しつつ､国民運動と協力しながらUNESCO記

'儀童産からの取り下げに向けて活動していきたいと考えております.

From;地 上.
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このメールに対して早速抗

議のメールが入りました｡オ

ランダのライデン大学講師のEtha

nMark氏からです｡｢南京虐殺を否定するのは､道徳的

にも学問的にも間違っている｣と居丈高に断定するのですが､｢胡

錦溝への公開質問状｣に答えられないで南京虐殺を主張するの

は､道徳的にも学問的にも認められない､とわれわれが言って

いることに対して一つも反論でさす

に只こう言ってるのです｡この人物､吉見義昭の本を英訳して

いる､と誇らしげに言っていますので､共産主義者は学者であ

っても自分に都合に良いことしか言わないということを矢口らな

いのか !と言ってやりました｡更に詳しい反論をしておさました

が､反応はありませんでした｡できるはずもないでしょう｡ 駐屯軍地区に開設したものでした｡

遊郭と同じく経営は民間業者が行い､｢慰安婦｣の募集

も彼らが行っていました｡本書の第6章は､2013年8月に

韓国で発売された『日本軍慰安所管理人の日記』(イスプ社)の主

要部分を載せています｡撃国人の売春業に携わった人の日記な

ので､当時の慰安所の実冠がかなり正確に反映された記録と考

えることができます.実陽ここで書かれているのを見ると､

戦地という特殊性を除けは日本国内､あるいは朝鮮における｢遊

郭｣と同類ということがたかります｡ただこの管理人は相

当な稼ぎをしていたようで2000円､600円､500円と送金しています.上等兵の月給が

10円だったのですから｡｢慰安婦問題｣を考える上で､当時

の一次資料も含めて非常に参考となる資料を提供

してくれる本であります｡章ごとにアップして紹介してきま

したが､全編の訳が完了し完全版が11月初めに掲載され､Newslet

ter98lFにて世界に紹介しました.荏教i到ま海外での出

版に意欲を燃やしています43P

MTc;坦旦!互坦

この第3章をNewsIettelで紹介したところエディニ

バ ラ大 学 の

ザ ック マ ニ(Matthias

Zachmann)韓 国の米 軍 慰安 婦 は

なぜ生まれたの
か半吉城

丁中立AL文化人糾事1引=よる書発と〝明韓国に日本を-3める資格
があるのか?f■I■ullJl■■■●IbrttL■tIII■LPIP･r●■(111kLrlI1･rrl■pLJt▲JrAr■●●LfrIItLtIFtJtdraL.1■L#=くTE''人KJ岬■tP什▼4PErHLlZiJTtrttA.-1Lr ソウル北方40キロほどの村に住んでい

た著者が10歳の時に朝鮮戦争が起きます｡

北朝鮮軍､中国軍に占領された村を｢解放｣

してくれた連合軍(米軍)でしたが､その歓

迎すべき連合軍(米軍)が､村の女性をあ

さり､暴行､強姦を重ねる村の重大な脅威と化

したのでした｡これを救ってくれたのはソウルからやってき

た売春婦達でした｡｢米軍売春村｣の設置によって村の危機が解

決されたことを体験したことをベースに､韓国政府公認の売春施

設の広がり､戦争と性､売春､そして韓国の社会の変化にに

ついての考察を行った本です｡日本軍の慰安所の設置はこうし

た事態が起こることを防ぐために､当時合法的に行われていた｢遊郭｣と同類のものを海外 教授から､他の国で同じようなこ

と (それも日本よりはより非組織的な)があるからとい

って､日本軍のこれらの行為の卑しさを減ずることにはならない

､という投書がきました｡私が言おうとしていること､そして

本の内容を理解せず､最初から決めつけて見当はずれの批判をし

てきたのには驚きました｡冗談ではありません｡何も､韓国で

も米軍用の慰安所があったではないか､などと私は言おうとしてい

るわけではなく､また雀吉祥教授が言ってるわけではありません

.私力q東調しているポイントは､解放軍と歓迎されて村に入って

きた米軍が､しばらくすると女性あさり､婦女暴行を働くように

なり､村人は戦々恐々､耐えられない状態になりました｡その状態

を救ってくれたのは､ソウルからたくさんの売春婦力叫

寸に来て､売春宿が広がったことであった､という事実をどう

考えるか､ということです｡日本軍はこういうことが起こる可

能性が高いことを予想して事前にそれを防御するために､当時合

法であった､遊郭などと同じ原理の ｢慰安所｣を海外駐屯軍地

区に開設したということですこれは､犯罪どころ

か､非常に人間性を理解した人道的な措置だったではないか､

と教授に反論を送りましたOザックマン教授がこれを理解して

くれたかどうかわかりませんが､残念ながら返事はまだきてお

りません｡ハツキリいいますとこの程度の理解が世界の学者のレベルであるということです

そのく



9号で紹介したあとに発行された NewsJetter
は次の通りです｡

98-3韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :第2章

性暴行から売春へ

雀 吉城(広島大学名誉教授 ･東亜大学教授)

98-4韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :第3章

売春の広がり

98-5韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :第4章
韓国における性倫理 ･貞操観念

98-6韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :第5章

日本軍慰安所管理人の日記

98-7韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :第6章

朝鮮戦争と韓国社会の変化

98-F韓国の米軍慰安婦はなぜ生まれたのか :全編

99 ｢慰安婦問題｣アメリカの学者声明に日本の学者

110名が反論

100 ｢慰安婦問題｣20人のアメリカの学者声明に対す

る日本の学者50名が反論

101｢慰安婦問題｣187人の学者による声明文に署名

した人々に贈る批判文

(慰安婦の真実国民運動)

102ユネスコに厳重抗議｢南京大虐殺文書｣記憶遺

産登録決定は恥ずべき暴挙である再審査､取り

消しを勧告する ｢史実を世界に発信する会｣

103UNESCOはPRCの 宣 伝 機 関 か(Moguro

Fukuzo)

田 近珍(加瀬英明)(ベスト新書)



A4 30ページ

定価 300円10部以

上 200円 南京戦はあったが､南京虐殺

はな力＼ったTherewasaBattle

ofNankingbuttherewas

wasn0..NankingMassacre

‖A4140ページ (英文版 )

定価 1000円10冊以上

500円日韓併合は日本の誇り

ANEW LOOKAT

THEANNEXATIONOFKOREA

A4140ページ(カラー ･英文 )

定価 2000円10冊以上 1000円 戦争を仕掛けた中【

瓢こなせ撫らなければならないのだ!-rEl中■●｣は申EEl

がもこした-なんと戦争を起こした張本人は中国ではないか! =lI

M :::汁.L=Wb"]IIMIM 三T:岨如十uMLtn5

1tX)IgD}戊反日t中仲の=ユーヨーク･タイムスですら4･

[0378:)ltで次のように書いている.中国に対する｢購罪意識｣が日本人の精神を

むしばむこと甚だしいものがありますOしかし､史実を正しく検証す

るなら､中国との戦争は日本が起こしたものではなく､中国が仕掛けたもの

であることが分かります｡何も｢購罪意識｣など持つことはないのです｡こ

の事を史実を丹念にたどりながら論証したのが本書です｡黄文雄さんの

上掲書と合わせて､中国に対する｢歴史戦｣において大反転攻勢をかける武器となるも

のです｡JJ噸邑桂-即先生のおことば

誰でもが手軽に撮って読む気になれるような小冊子であるにも拘ら

ず､事項注が丁寧に付いている上に､年表

あり､地図あり､新聞のコピーが載せられてある親切さ､と､全編の説

得力は大変なものだ､と思います｡ご労作に敬意を評しますと共に､本書の広汎な普及を衷心から

祈っております.戦勝国史観への強

烈な反撃ですO日本の名誉を守るために､海外
に向けで情報発信を実行しています｡国を思
う皆様のご支援を是非お願い致します｡

個人会員(年会費 1
□)1万円賛肋会員(年会

費 1□)10万円法人会員(年会費 1
□)30万円支援

協賛金(金額随意)+郵便振替 00170-1-3
89220十三井住友銀行日比谷支店 普通 82

86008口座名 :史実を世界

に発信する会※会費･賛助金等をいただいた方のお名前

は､イニシャルにて､収支報告書ページに掲載しますO又､

収支報告書は､半年ごとに作成して掲載します｡ 史実を世界に発信す

る会た


